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市の人口
328,883人

123,106世帯

（13.9.1現在）

主な内容�＊�＊�

行政サービスセンターが
移転／平成12年国勢調査
の結果�
�秋の交通安全運動／暮ら
しのＳＯＳ�

特集「閉じこもりや孤独
死をなくしたい！」�
�情報館（講座・講演、お
知らせほか）

�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

東京大学物性研究所国際シンポジウム一般講演会�東京大学物性研究所国際シンポジウム一般講演会�

問 企画調整課 �67─1117

　東京大学柏キャンパスで開かれる国際シンポジウムに併せて、一般のかた
を対象に講演会を行います。現代物質科学研究を、第一線で活躍する研究者
が紹介します。 

10月6日�午後2時～5時 
さわやかちば県民プラザ 
先着400人 
無料 
9月17日�午前9時から、
企画調整課へ電話で 
講演 1は、英語による講
演です（日本語の要旨を配
布） 

講演1「Self-Organization of Matter（物質の自己組織化）」�
米スタンフォード大学教授・R.B.ラフリン氏（1998年ノ
ーベル物理学賞受賞） 
さまざまな物質の構造や性質を物理の基本原理から解明
する理論の開拓 

講演2「超伝導の夢を追って」�
青山学院大学教授・秋光純氏 
新しい超伝導物質を発見するまでの興奮と驚きの道のり 

と き �
ところ�
定 員 �
費 用 �
申し込み�
�
その他�

M-4

ミニステージ& プラズマディスプレイ�
パンフレットコーナー�

ミニスタジオ�

インターネット体験コーナー�
50インチの大画面では、市や賛助
会員発のPR情報を流します。ス
テージでは、日曜日や祝日に小イ
ベントが行われます�

賛助会員から寄せられた新鮮
な情報が所狭しと並ぶ情報の
宝庫。宝物が見つかるかな？�

インターネットを無料で体験できるコーナ
ー。3台のパソコンと「Ｌモード」が体験
できるファクス電話を用意。カウンターへ
申し出れば、規定時間内利用できます�

インターネットラジオの収録スタジオ。
センターのホームページから聴くことが
できます。運営はすべてボランティアス
タッフの手で行われます。将来は生放送
も聴けるかも!?

街を愛するスタッフがあなたの柏
体験・柏ライフをサポートします�

受付カウンター�

展示ブース�
企業や大学の研究成果やＰ
Ｒ用のオブジェなどが展示
されるスペースです。オー
プン時はおもしろい体験が
できるよ�

行政サービスセンターは、各種
証明書の発行窓口。住民票など
の近隣3市町との共同発行が始ま
るなど、さらに便利になります
（詳しくは2面参照）�

柏駅行政サービスセンター�

かしわインフォメーションセンター�

OPENかしわウェルカムプラザがオープン�
柏の街の魅力をあなたに�

柏の街をもっと楽しく、もっと便利に－－。10月1日、
柏駅南口に「かしわウェルカムプラザ」がオープンし
ます。かしわウェルカムプラザは、街を総合的に案内
し、情報発信する「かしわインフォメーションセンタ
ー」と、西口から移転した「柏駅行政サービスセンタ
ー」が隣り合う便利な施設。県内初の開設となるイン
フォメーションセンターでは、あなたが知らなかった
街の魅力をお届けします。柏駅へ来たらぜひ一度、寄
ってみてください。きっと探し物が見つかるはずです
（「柏駅行政サービスセンター」については2面を参照）。

旧水戸街道�

駅
前
通
り�

（
東
口
）�

駐輪場�

至松戸�至我孫子�
JR常磐線�（南口）�

柏駅�

プラザ館�

そごう�

Ｎ
�

■かしわウェルカムプラザ案内図�

ファミリかしわビル�
（丸井柏店VAT館）�

かしわウェルカム�
プラザ�

3F

ところ�
�
�
業務時間�

柏駅南口・ファミリかしわ
ビル3階（かしわウェルカ
ムプラザ内・上図参照）�
午前9時～午後7時※年末
年始・ファミリかしわビル
の全館休業日は休み�

インフォメーションセンターのご案内�

最近、テーマパークが人気ですが、い
ざ行ってみるとあまりの広さにどこへ行
こうか迷ってしまいます。そんなときは、
案内所へ駆け込むのが一番早いですね。
これは街でも同じこと。かしわインフ
ォメーションセンターでは、行政情報だ
けでなく市内のお店やホテル、企業など
の情報も案内するので、ここ1カ所で街の
情報を探すことができます。通訳スタッ
フがいるので、外国人のかたでも大丈夫。
外国人の受け入れ態勢の整備などを進め

ている国際観光振興会公認の「ｉ」案内
所の指定を受けるための申請もしていま
す。情報を探す方法はさまざま。あなた
だけのすてきな情報を探してください。
ショッピングにコンサート、イベント
や趣味の講座…。街には楽しいことがい
っぱい。「いつ、どこで、どんなイベント
があるの？」「話題のニュースポット
は？」。こんなとき、きっと「かしわイン
フォメーションセンター」が「柏タウン」
の入口になることでしょう。

柏の街を水先案内

新鮮な情報をボランティアの手で

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
へ�

皆
さ
ん
の
ア
シ
ス
ト
を�

ボランティアスタッフ�
受付カウンターで案内を行
います（外国語会話ができ
るかた歓迎）�
地図やホームページの作成
などを行います�
電話による通訳やパンフレ
ットの翻訳などを行います�

�詳しくは、柏市インフォメーション協会へ
お問い合わせください�

案内ボランティア�
�
�
企画ボランティア�
�
通訳ボランティア�

　賛助会員となった企業やお店は、センター内の
パンフレットラック、ホームページやミニステー
ジなどを利用してPRができます※会費が必要です�

賛助会員�

募
集�

問�
広報広聴課 �67－1119�
柏市インフォメーション協会 �68－8686

ハローハロー�

かしわインフォメーションセンターは、商工
会議所を中心に、ホテルや大型店などと市が協
力して作った「柏市インフォメーション協会」
が運営します。センターで提供されるのは、協
会の賛助会員となった店や企業から発信される
新鮮な情報。センターは、訪れるかたはもちろ
ん、賛助会員にとってもお得な空間なのです。
また協会では、より多くの人が手軽に街を楽
しめるように、センター内での情報提供だけで
なく、インターネットを活用したり、「駅周辺
バリアフリーマップ」「市内の公園・並木道マ

ップ」など目的別の便利な地図を作成したりし
て、街をより楽しくする活動も行う予定です。
ホームページアドレス

http：//www.86kashiwa.net
※10月1日�午前9時スタート

スタッフは、市民によるボランティアのかた
がた。受け付けやイベントの企画、通訳まで、
柏を愛し、街の魅力を伝えたい思いにあふれた
スタッフが、皆さんをお待ちしています。スタ
ッフはまだまだ募集中。�楽しいまち�づくり
に参加したいかたは、ぜひご連絡を。

ハロー



市
役
所
ま
で
行
か
な
く
て
も
、

通
勤
や
買
い
物
の
際
に
戸
籍
や
住

民
票
を
受
け
取
れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
。
こ
れ
ま
で
柏
駅
西

口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
1
日

（
月
）、「
か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
に
併

せ
、
柏
駅
南
口
近
く
の
「
か
し
わ

ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ザ
」
内
に
移
転

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
一
面
地

図
参
照
）。

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

平
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
土
曜
日

も
午
後
５
時
ま
で
開
い
て
い
る
た

め
、
仕
事
帰
り
の
か
た
や
「
平
日

は
無
理
」
と
い
う
か
た
に
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
交
付
で
き
る

証
明
書
の
種
類
な
ど
、
詳
し
く
は

別
掲
「
柏
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。な

お
、
柏
駅
西
口
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
移
転
準
備
の
た

め
、
９
月
29
日
（
土
）
・
30
日

（
日
）
は
お
休
み
し
ま
す
。

近
隣
市
町
で
も
住
民
票

が
取
れ
ま
す

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
は
、
柏

市
・
流
山
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南

町
に
よ
る
住
民
票
な
ど
の
共
同
発

行
が
始
ま
り
ま
す
。
各
市
町
に
お

住
ま
い
の
か
た
は
、
柏
駅
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

四
市
町
い
ず
れ
の
市
役
所
・
町
役

場
で
も
、
住
民
票
や
戸
籍
関
係
の

証
明
書
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
別
掲
「
住
民

票
・
戸
籍
な
ど
の
共
同
発
行
」
参

照
）。ＪＲ

常
磐
線
と
東
武
野
田
線
を

合
わ
せ
て
一
日
に
約
四
十
八
万
人

の
か
た
が
乗
り
降
り
す
る
柏
駅

は
、
県
内
で
一
番
乗
降
客
の
多
い

駅
。
市
外
か
ら
柏
駅
を
利
用
す
る

か
た
も
多
い
た
め
、
市
町
の
枠
を

越
え
て
協
力
す
る
こ
と
で
、
よ
り

便
利
な
窓
口
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
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広報� 平成１３年（２００１年）９月１５日 第１１５３号 �

9 月30日�～来年 1月20日�午前 9時半～
午後5時（入館は午後4時半まで）※休館
日は毎週月曜日。月曜日が祝日か振替休日
の場合はその翌日。9月24日�～29日�は
展示替えのため休館�
市立砂川美術工芸館（柏260・呼塚交差点
そば）�
一般＝310円、高校生・大学生＝150円、小
学生・中学生＝100円※団体割引あり（20
人以上）�

と　き�
�
�
�
�
ところ�
�
入館料�

　型絵染めの人間国宝・芹沢C介は、書票やマッチ箱の飾り絵、カードといった
「小品」も数多く残しています。「紙の宝石」といわれる書票をはじめ、芹沢の
作品群の中で最も小さくかれんな型絵染めの世界をお楽しみください。�

現役ウィーン国立大学教授でもある同氏のレッスンを公開します。�
11月14日�午後6時半から、アミュゼ柏クリスタルホールで。見学自由。�

アヴォ・クユムジャン氏�

はがき「雪国の子供」�市立砂川美術工芸館 �64－6413問�

アヴォ・クユムジャン ピアノリサイタル�

問�文化課 �67－1494

と き�
とこ ろ
定 員�
出 演�
�
入場料 �
チケットの
販売・予約�

11月15日�午後6時半～8時半�
アミュゼ柏クリスタルホール�
400人�
アヴォ・クユムジャン（ピアノ）、�
久保田巧（バイオリン）�
全席指定4,000円�
文化課チケットガイド（�・�67－
5785・市役所第2庁舎4階）へ、電話
か直接（土・日曜日、祝日を除く）�

●公開レッスン�

市立砂川美術工芸館�「芹沢　介の小型絵」�

住民票・戸籍などの共同発行�
柏市・流山市・我孫子市・沼南町�

柏駅前ファミリかしわビル3階（柏駅南口すぐ）�

平日午前9時～午後7時、土曜日午前9時～午後5時�
※日曜日、祝日、年末年始は休み�

�柏市の交付する証明書類�
・戸籍関係証明書（戸籍謄本・抄本等）�
・住民票関係証明書（住民票の写し・各種年金の現況証
明等）�

・印鑑登録証明書�
・外国人登録原票記載事項証明書�
・市税関係の証明書（納税・所得・評価等）�

�流山市・我孫子市・沼南町の住民票・戸籍・印鑑証明等
（10月15日以降。詳しくは下記参照）�

�市税関係の証明書、外国人登録原票記載事項証明書、柏
市以外の住民票・戸籍等は、午後5時以降と土曜日は発
行できません（窓口で予約を受け付け、後日発行します）�

�行政サービスセンターは証明書類の発行窓口のため、戸
籍関係諸届（婚姻届・出生届など）、住民異動届（転出届
・転入届など）、印鑑登録等はお受けできません�

平日午前8時半～午後5時（柏駅行政サービスセンターは
午前9時～午後5時）�

�柏市役所市民課（�67－1128）�
�柏市柏駅行政サービスセンター（�68－5500）�
�流山市役所市民課（�58－1111）�
�我孫子市役所市民課（�85－1111）�
�沼南町役場住民課（�91－1111）�

現在、4市町内に住民票（戸籍関係証明の場合は住民票と
本籍）があるかたとその家族�

�住民票の写し（現在の住民票・改製原住民票・除住民票）�
�住民票記載事項証明書�
�戸籍の附票の写し（現在の附票・改製原附票・除附票）�
�印鑑登録証明書�
�戸籍謄本・抄本、除籍謄本・抄本、改製原戸籍謄本・抄本�
�身分証明書�

現在お住まいの市町の手数料�

各証明書の用紙は、4市町共通のＡ4版専用紙を使用します�

と こ ろ �

業務時間�
�
�
取り扱い�
証 明 書 �

�
�
�
�
�
�
�
注　　意�

業務時間�
�

と こ ろ �
�
�
�
�
�
対　　象�

�
取り扱い�
証 明 書 �
�
�
�
�

手 数 料 �
�
そ の 他 �

柏駅行政サービスセンターのご案内�

10月1
5日�

スター
ト！�

行政サービスセンターが移転
近隣市町と住民票な

どを共同発行

10月1日から柏駅南口へ

10月15日から

国
勢
調
査
は
人
口
や
世
帯
の
構

成
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

も
の
で
、
五
年
に
一
度
行
わ
れ
ま

す
。
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
や
防

災
対
策
、都
市
計
画
を
立
て
た
り
、

平
均
寿
命
を
算
出
し
た
り
す
る
と

き
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

査
に
つ
い
て
は
、
速
報
値
（
注
１
）

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
確
定
値
（
注
２
）
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
確
定
値
は
、

人
口
・
世
帯
・
年
齢
・
住
居
等
に

関
す
る
集
計
の
結
果
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
昨
年
10
月
以
降

の
柏
市
の
人
口
と
世
帯
数
は
別
表

１
の
と
お
り
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
勢
調
査
の
基
準
日
（
平
成
12

年
10
月
１
日
）
現
在
、
柏
市
の
人

口
は
三
十
二
万
七
千
八
百
五
十
一

人
。
千
葉
県
内

の
八
十
市
町
村

の
う
ち
、
千
葉

市
・
船
橋
市
・

松
戸
市
・
市
川

市
に
次
い
で
五

番
目
に
多
い
人

口
で
す
。ま
た
、

世
帯
数
は
十
二
万
一
千
二
百
二
十

一
世
帯
で
し
た
。

前
回
（
平
成
７
年
）
の
調
査
よ

り
、
人
口
は
一
万
百
一
人
（
三
・

二
％
）、
世
帯
数
は
一
万
九
十
二

世
帯
（
九
・
一
％
）
増
加
し
ま
し

た
。
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
は

二
・
七
〇
人
。
こ
こ
数
年
、
人
口

よ
り
世
帯
数
の
伸
び
が
大
き
く
、

一
世
帯
当
た
り
の
人
数
が
減
っ
て

い
る
傾
向
が
表
れ
て
い
ま
す
。

柏
市
で
六
十
五
歳
以
上
の
親
族

の
い
る
一
般
世
帯
（
注
３
）
は
、

二
万
八
千
四
百
四
十
二
世
帯
で
、

一
般
世
帯
の
二
三
・
五
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

千
葉
県
全
体
で
は
、
人
口
は
五

百
九
十
二
万
六
千
二
百
八
十
五

人
、
世
帯
数
は
二
百
十
七
万
三
千

三
百
十
二
世
帯
、
一
般
世
帯
の
一

世
帯
当
た
り
の
人
数
は
二
・
七
〇

人
。
六
十
五
歳
以
上
の
親
族
の
い

る
一
般
世
帯
は
五
十
七
万
八
千
八

百
四
十
二
世
帯
（
一
般
世
帯
の
二

六
・
七
％
）
で
し
た
。

調
査
へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
注
１
）
速
報
値
＝
市
が
仮
集

計
し
た
数
値

（
注
２
）
確
定
値
＝
国
が
最
終

的
に
集
計
し
た
数
値

（
注
３
）
一
般
世
帯
＝
全
世
帯

か
ら
学
生
寮
・
病
院
・
福
祉
施
設

な
ど
を
除
い
た
世
帯

1
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柏
市
の
人
口
は
32
万
８
０
０
０
人

平
成
　
年
の
国
勢
調
査

12

月 日� 修正後の人口�
327,851人�
（121,221）�
328,130人�
（121,395）�
328,189人�
（121,474）�
327,977人�
（121,415）�
327,974人�
（121,444）�
328,105人�
（121,524）�
327,517人�
（121,624）�
329,005人�
（122,804）�
329,169人�
（123,085）�
328,966人�
（122,960）�
328,819人�
（123,009）�

■表1　修正後の柏市の人口�
（　）内は世帯数�

平成12年　�
10月1日�

平成13年　�
1月1日�

11月1日�

12月1日�

2月1日�

3月1日�

4月1日�

5月1日�

6月1日�

7月1日�

8月1日�

一
歳
六
カ
月
〜
三
歳
児
と
保
護

者
を
対
象
に
、
ふ
れ
あ
い
保
育

「
わ
い
わ
い
」
と
し
て
、「
子
育
て

サ
ー
ク
ル
へ
の
遊

び
の
支
援
」
や

「
ミ
ニ
な
か
よ
し

広
場
」
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
遊
び
の
支
援
」

は
、
保
育
士
が
子

育
て
サ
ー
ク
ル
の

活
動
場
所
へ
出
向

き
、
楽
し
い
遊
び

や
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
一
緒
に

行
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
利

用
し
た
い
日
の
前
月
１
日
午
前
９

時
か
ら
、
豊
住
保
育
園
（
�
74
―

７
１
９
７
）
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
一
日
一
サ
ー
ク
ル

で
月
四
サ
ー
ク
ル
ま
で
）。

「
ミ
ニ
な
か
よ
し
広
場
」
は
、

別
表
２
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま

す
（
雨
天
中
止
）。
保
育
士
と
一

緒
に
手
遊
び
や
紙
芝
居
な
ど
で
遊

べ
る
場
で
す
。
費
用
は
無
料
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
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育
課
�
67
―
１
１
３
７

と　き�
10月 1日��

15日��
22日��
29日��

11月 5日��
12日��
19日��
29日��

12月 3日��
4日��
10日��
17日��

と こ ろ �
柏西口第一公園�
南柏児童遊園�
柏の葉公園桜の広場�
東中新宿子供の遊び場�
三本木第一公園�
日立台緑地�
新富町第一公園�
南ケ丘第二公園�
今谷南子供の遊び場�
松ケ崎中央公園�
南部公園�
千代田公園�

※時間はいずれも午前10時半～11時半�

■表2　ミニなかよし広場の日程�

サー
クル
でも
�

個人
でも
�

�わいわい�遊ぼう�
子育てを支援中�



小
さ
な
油
断
が
大
き
な
悲
劇
に

つ
な
が
る
交
通
事
故
。「
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
」、
そ
う
思
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

９
月
21
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）

に
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
信
号
ム
シ
　
あ
な
た
の
心
に
い

ま
せ
ん
か
？
」。
信
号
を
守
る
の

は
交
通
ル
ー
ル
の
基
本
中
の
基

本
。「
急
い
で
い
る
か
ら
」「
変
わ

っ
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
」
な
ん
て

通
用
し
ま
せ
ん
。
心
の
中
に
潜
む

「
信
号
ム
シ
」、
正
し
い
心
で
退
治

し
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転
の
た
め
に
は
、
ほ
か

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
重
点
事

項
に
は
特
に
気
を
付
け
て
、
慎
重

な
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

１.

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

夕
方
・
早
朝
は
高
齢
者
の
死
亡

事
故
が
多
発
す
る
時
間
帯
で
す
。

夕
方
は
買
い
物
、
早
朝
は
散
歩
な

ど
の
高
齢
者
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
齢
者
の
か
た
も
外

出
す
る
と
き
は
明
る
い
服
装
や
反

射
材
な
ど
で
、
目
に
つ
き
や
す
い

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

２.

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

交
通
事
故
の
衝
撃
は
、
と
て
も

人
間
の
手
足
で
は
防
げ
ま
せ
ん
。

時
速
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
激
突

し
た
場
合
、
そ
の
衝
撃
は
ビ
ル
の

五
階
か
ら
落
下
し
た
時
と
同
じ
ぐ

ら
い
の
力
に
な
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
い

運
転
者
の
致
死
率
は
、
し
て
い
た

場
合
の
十
倍
以
上
、
同
乗
者
で
も

約
四
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
同
乗
中
の
幼
児
が
ブ
レ
ー
キ
の

は
ず
み
で
座
席
か
ら
転
落
し
、
ケ

ガ
を
す
る
と
い
う
事
故
も
増
え
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
抱

っ
こ
で
は
子
ど
も
の
命
は
守
れ
ま

せ
ん
。
乗
車
中
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

３.

信
号
や
速
度
の
順
守
な
ど

安
全
運
転
の
徹
底

速
度
を
出
し
過
ぎ
て
い
る
と
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
と
き
、
停

止
す
る
ま
で
の
距
離
が
長
く
な

り
、
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
故
を
起
こ

し
た
際
の
衝
撃
も
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
た
と
き
と
そ
う
で
な
い
と
き
で

は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。
常
に
安

全
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

４.

夜
間
事
故
の
防
止

昼
間
と
夜
間
で
は
、
死
亡
事
故

が
起
こ
る
確
率
も
大
き
く
違
い
ま

す
。
昼
間
の
死
亡
事
故
の
発
生
率

は
約
百
四
十
件
に
一
件
、
夜
間
は

約
五
十
件
に
一
件
と
、
実
に
、
昼

間
の
三
倍
近
い
確
率
で
死
亡
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

「
見
え
て
い
る
つ
も
り
」
で
も

昼
間
に
比
べ
、
夜
間
は
確
実
に
視

界
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昼
間

と
同
じ
感
覚
で
の
運
転
は
非
常
に

危
険
。
夜
間
は
特
に
慎
重
な
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
や

自
転
車
も
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
自

分
の
姿
が
よ
く
見
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
５
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

友
人
に
頼
ま
れ
て
借
金
の
連
帯
保

証
人
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
、
金
融
機
関
か
ら
友
人
の
借
入

金
の
返
済
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
友

人
は
不
動
産
を
所
有
し
て
お
り
私
よ
り

裕
福
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
連
帯
保

証
人
を
引
き
受
け
た
と
は
い
え
、
本
人

に
返
済
能
力
が
あ
る
の
に
私
に
返
済
を

求
め
ら
れ
る
の
は
納
得
い
き
ま
せ
ん
。

Ａ.

借
金
の
保
証
人
に
は
保
証
と
連
帯

保
証
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

保
証
と
連
帯
保
証
の
大
き
な
違
い

は
、
保
証
の
場
合
に
認
め
ら
れ
て
い
る

催
告
の
抗
弁
権
、
検
索
の
抗
弁
権
、
分

別
の
利
益
（
注
）
が
連
帯
保
証
で
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

連
帯
保
証
の
場
合
は
、
債
権
者
（
お

金
を
貸
し
た
人
）
が
主
債
務
者
（
お
金

を
借
り
た
人
）
よ
り
先
に
連
帯
保
証
人

に
請
求
し
た
場
合
は
、
主
債
務
者
に
財

産
や
返
済
能
力
が
あ
っ
て
も
連
帯
保
証

人
は
返
済
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人
が
複
数
い
る
場

合
で
も
、
あ
な
た
が
債
権
者
か
ら
全
額

の
支
払
い
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
同

様
に
返
済
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

保
証
人
を
引
き
受
け
る
場
合
は
、
保

証
な
の
か
連
帯
保
証
な
の
か
、
保
証
の

場
合
は
ほ
か
に
保
証
人
が
い
る
か
な
ど

の
確
認
も
大
切
で
す
。

注
…
保
証
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利

▼
催
告
の
抗
弁
権

債
権
者
が
主
債

務
者
よ
り
先
に
保
証
人
に
請
求
し
た
と

き
は
、
先
に
主
債
務
者
に
請
求
す
る
よ

う
主
張
で
き
ま
す

▼
検
索
の
抗
弁
権

債
権
者
が
先
に

保
証
人
に
強
制
執
行
を
行
っ
て
き
た
と

き
に
、
主
債
務
者
に
財
産
や
返
済
能
力

が
あ
る
こ
と
を
保
証
人
が
証
明
し
て
、

先
に
主
債
務
者
に
強
制
執
行
す
る
よ
う

主
張
で
き
ま
す

▼
分
別
の
利
益

保
証
人
が
複
数
い

れ
ば
、
主
債
務
者
の
債
務
の
額
を
、
保

証
人
の
数
で
割
っ
た
額
だ
け
を
返
せ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す

ご
み
と
し
て
焼
却
せ
ず
に
、
再

生
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
資
源

品
。
近
年
、
集
積
所
に
出
さ
れ
た

資
源
品
の
抜
き
取
り
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
古
新
聞
を

中
心
に
市
内
で
一
千
ト
ン
も
の
資

源
品
が
抜
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
資
源
品
の
回
収
は
、
柏

市
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
資

源
品
は
、
十
余
二
の
資
源
化
推
進

セ
ン
タ
ー
で
選
別
・
圧
縮
を
し

て
、再
生
工
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
集
積
所
に
出
さ
れ
た
物

で
あ
っ
て
も
、
抜
き
取
り
行
為
は

犯
罪
で
す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た

抜
き
取
り
行
為
の
防
止
と
取
り
締

ま
り
を
強
化
す
る
た
め
、
豊
四
季

台
団
地
自
治
会
の
協
力
で
、
９
月

１
日
か
ら
一
年
間
の
予
定
で
「
資

源
品
抜
き
取
り
防
止
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
立
て
看
板
の
設
置

資
源
協
同
組
合
が
作
成
し
た
看

板
を
自
治
会
内
の
全
集
積
所
約
百

二
十
カ
所
に
設
置
す
る
。

◆
集
積
所
の
見
回
り
と
資
源
品

の
計
量

抜
き
取
り
者
へ
の
警
告
と
効
果

の
確
認
の
た
め
、
市
と
資
源
組
合

で
集
積
所
を
巡
回
す
る
。

◆
被
害
届
の
提
出

同
一
業
者
（
人
）
が
、
抜
き
取

り
行
為
を
繰
り
返
す
よ
う
な
場
合

は
、
自
治
会
と
協
議
し
、
警
察
へ

の
被
害
届
の
提
出
を
検
討
す
る
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
モ
デ

ル
事
業
等
を
と
お
し
て
、
資
源
品

の
抜
き
取
り
防
止
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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　市では、秋の全国交通安全運動に合
わせ、迷惑駐車防止キャンペーンを行
います。�

迷惑駐車防止キャンペーン�

と き �
ところ�
�
内 容 �

9月21日�午前10時から�
柏駅東口サンサン広場（雨天
決行）　�
迷惑駐車防止条例の施行に
伴い募集した標語とシンボ
ルマークの優秀作品の表彰
と柏駅前での迷惑駐車防止
の呼びかけ、記念グッズの
配布�

駐車は場所を守って！�

交通施設課 �67－1304問�

柏
警
察
署
管
内
の
昨
年
の
人
身

事
故
件
数
は
、
二
千
七
百
七
十
四

件
。
残
念
な
が
ら
、
千
葉
県
内
で

は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
記
録
で
す
。

中
で
も
多
い
の
が
、
出
合
い
頭

の
事
故
や
追
突
事
故
。
今
回
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
信
号
無

視
に
よ
る
事
故
も
決
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

重
大
な
人
身
事
故
を
起
こ
し
た

人
な
ど
は
、「
元
気
だ
っ
た
人
に

大
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」、

と
い
う
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
自
責
の
念
で
自
分
自
身
の
生

活
も
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
へ
の
補
償

な
ど
で
、
経
済
的
に
立
ち
行
か
な

く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で

す
。被

害
者
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

事
故
を
起
こ
し
た
か
た
も
、
人
生

を
台
な
し
に
し
か
ね
な
い
交
通
事

故
。
安
全
に
乗
っ
て
い
れ
ば
と
て

も
便
利
な
自
動
車
で
す
が
、
一
〜

二
ト
ン
も
の
物
体
を
時
速
五
十
キ

ロ
前
後
で
動
か
す
の
で
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
判
断
ミ
ス
や
油
断
が
大

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
責
任
を

持
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。

巨
大
物
体
動
か
す
自
覚
を

柏
警
察
署

仁
部
　
信
輔
さ
ん

10月7日�午前9時半～午後0時半※当日、午前9時から柏の葉公園内コミ
ュニティ体育館前で受け付け（ソフトバレーボールは柏西高体育館）�
�
�
�
�
�
�
�

無料�
9月17日�～28日�に、体育課へ電話か直接（市役所第2庁舎4階）※定数
になり次第締め切り。申し込みは1人1種目。ソフトバレーボールはチーム
単位（4～8人）、ショートテニスはできるだけ2人1組で申し込みを�
駐車場は千葉大学園芸学部柏農場（柏の葉公園前）をご利用ください�

と き �
�
�
�
�
�
�
�
�

費 用 �
申し込み�
�
�
そ の 他 �

千葉県スポーツ・レクリエーション祭�

体育課 �67－1536問�問�文化課 �67─1494

～辺境を描く～�

　今回で7回目を迎える柏市郷土作
家展。柏二中で美術教師の教べんを
とり、昭和49年～58年には柏市亀甲
台町に居住して、日本画の創作に励
んだ小野具定画伯の作品約30点を展
示します。�

と　き�
�
ところ�
�
入場料�
�

10月2日�～14日�午前10時
～午後7時�
市民ギャラリー(柏�島屋ス
テーションモール8階）�
一般＝300円、高校生以下＝
100円※70歳以上のかた・未
就学児は無料�

小野具定展�

峻
（
１
９
８
５
年
）�

お　　の　　ぐ　てい�

制限なし�

部 門 ・ 定 員 �と こ ろ �

レディースの部・ミックスの部・小学生の部�

先着200人�柏の葉公園内広場�
柏の葉公園内広場�
柏の葉公園内コミュニティ体育館�
柏西高体育館� レディースの部・先着8チーム、ミックスの部・先着12チーム�

種　　目�

ソフトバレーボール�

グラウンドゴルフ�
ターゲットバードゴルフ�
ショートテニス�

※対象はいずれも市内在住・在勤・在学のかた。ニュースポーツ体験コーナーもあり�

�信
号
ム
シ�
を
退
治
し
よ
う

秋
の
交
通
安
全
運
動

許
し
ま
せ
ん
　
資
源
品
の
抜
き
取
り

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
中

一瞬の気のゆるみが…

無�
視�

に
べ

！！
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あなたの近くにひとり暮らしの高齢者のかたはいませんか？

ひとり暮らしをしている人の中には、病気で寝込んだり、健康

や将来への漠然とした不安感などから生活の意欲をなくし、家

に閉じこもってしまうかたがいます。そして、身内や近所のか

たにも知られずに亡くなる、いわゆる「孤独死」という残念な

結果を招く事があります。こうした「孤独死」をなくすために、

今、私たちは何ができるのでしょうか。現在、豊四季台団地の

自治会で取り組んでいる「孤独死ゼロ推進事業」を通して、一

緒に考えてみてください。

をなくしたい！

柏市はまだまだ若い！？

今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
閉
じ
こ

も
り
」
や
「
孤
独
死
」
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
日
常
の
「
新
聞
溜
ま
っ
て
る
け
ど
、

ど
う
し
た
の
か
な
」「
最
近
見
か
け
な
い

け
ど
、
大
丈
夫
か
な
」
と
い
っ
た
お
互

い
の
「
見
守
り
」
が
基
本
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

で
も
、
昔
の
よ
う
に
、
同
じ
町
内
会

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
人
の
つ

な
が
り
を
求
め
る
の
は
厳
し
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の

よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
顔

見
知
り
に
な
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
か

な
い
と
難
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

団
地
内
に
は
、
約
二
千
八
百
人
の
高

齢
者
が
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
人
と

接
す
る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
ま
ま

外
部
と
の
接
触
を
極
端
に
避
け
て
し
ま

っ
た
り
、「
他
人
の
世
話
に
な
り
た
く
な

い
」
と
い
っ
た
か
た
く
な
な
心
を
持
っ

て
家
に
閉
じ
こ
も
っ
た
り
し
て
し
ま
う

か
た
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に

ど
う
や
っ
て
外
に
出
て
き
て
も
ら
う
か

が
一
番
大
き
な
課
題
で
す
。

で
も
、
最
近
は
、
初
め
て
参
加
す
る

か
た
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の
で
励

み
に
な
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
か
た
に
「
楽

し
か
っ
た
よ
。
ま
た
来
る
よ
」「
今
度
、

だ
れ
か
連
れ
て
く
る
か
ら
ね
」
な
ん
て

言
わ
れ
る
と
、
も
う
、
う
れ
し
く
な
っ

ち
ゃ
い
ま
す
ね
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
か
た
で
も
、
心

の
底
に
は
「
い
つ
で
も
気
軽
に
話
が
で

き
る
相
手
が
い
た
ら
」「
一
緒
に
楽
し
め

る
仲
間
が
い
た
ら
」
と
思
っ
て
い
る
か

た
が
多
い
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
民

生
委
員
の
か
た
た
ち
と
連
携
を
取
り
合

っ
て
、
根
気
強
く
声
を
か
け
続
け
る
と

同
時
に
、
高
齢
者
の
か
た
が
楽
し
め
る

場
を
で
き
る
だ
け
用
意
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
か
た
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
心
の
扉

を
開
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

急
激
な
高
齢
化

柏
市
の
人
口
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）

を
み
る
と
、
平
成
13
年
５
月
現
在
で
、

約
一
二
％
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
全

国
平
均
値
の
一
七
％
を
下
回
り
、
全
国

的
に
は
比
較
的
若
い
市
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
「
団
塊
の
世
代
」
と

い
わ
れ
る
か
た
が
高
齢
期
を
迎
え
る
約

十
年
後
か
ら
は
、
高
齢
者
の
数
は
急
激

に
伸
び
、
二
十
年
後
に
は
、
四
人
に
一

人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
要
援
護
者
に
な
る
確
率

が
高
い
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
の
伸
び

が
非
常
に
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
域
ご
と
の
高
齢
者
対
策
を

同
じ
市
内
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
高

齢
者
の
状
況
は
ま
ち
ま
ち
で
す
（
別
掲

グ
ラ
フ
参
照
）。
平
成
10
年
の
高
齢
化
率

を
市
内
十
七
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
別

に
み
る
と
、
高
齢
化
率
の
最
も
高
い
地

域
は
新
田
原
の
一
四
・
五
％
、
最
も
低

い
地
域
は
松
葉
の
五
・
八
％
と
な
っ
て

い
て
、
約
九
％
の
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
現
代

社
会
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
核
家
族

世
帯
の
増
加
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
や
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮

ら
し
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
度
の
統
計
で
は
、
市
内
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
、
男
性

五
百
九
十
二
人
、
女
性
二
千
六
十
二
人

と
な
っ
て
い
て
、
女
性
の
割
合
が
高
く
、

女
性
の
高
齢
者
の
う
ち
、
約
一
割
が
一

人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

地
域
ご
と
の
高
齢
者
数
に
占
め
る
ひ

と
り
暮
ら
し
の
割
合
を
み
る
と
、
最
も

高
い
地
域
は
豊
四
季
台
の
一
三
・
三
％
、

最
も
低
い
地
域
は
田
中
の
三
・
六
％
と

な
っ
て
い
て
、
や
は
り
地
域
に
よ
っ
て

か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
う
ち
、
寝
た
き
り

の
か
た
の
割
合
が
最
も
高
い
地
域
は
新

富
の
二
・
〇
％
、
最
も
低
い
地
域
は
旭

町
の
〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
者
対
策
を
考
え
る
と
き
、
行
政
か

ら
の
一
律
的
な
施
策
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
住
民
が
、
そ
の
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
対
策
や
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
地
域
の
住
民
が
主
体
的

に
活
動
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こうして団地自治会の取り組みが始まった

「ふれあいサロン」一日リポート

豊四季台団地自治会の取り組み

や豊四季台地区
社会福祉協議会
ボランティア部会長
森　佐知子さん

特

集

【問い合わせ】

保健福祉総務課�67－1131

豊四季台団地では、昭和39年の

入居開始から37年が過ぎました。

高齢化が進む中、「閉じこもり」や

それに伴う「孤独死」が大きな問題

になり、「なんとかしなければ…」

という思いが地域の人たちに起こり

ました。

一方、市では、高齢者のかたたち

の生活全般を支援するためには、行

政の施策だけではなく、地域の施設

や人材、福祉活動などと連携してい

くことが課題となっていました。特

に、閉じこもりなどを防ぐためには、

身近な人たちの見守りによる早期発

見、援護サービスにつながる情報の

交換など、地域のネットワーク化が

急務となっていました。

そうした中、平成12年4月に市の

事業として、実施主体を自治会、地

区の社会福祉協議会を支援団体とし

た「孤独死ゼロ推進事業」がスター

トしました。

この事業は、「高齢になっても、

障害を持っても、家に閉じこもるこ

となく、身近な人とふれあい、住み

慣れた地域でいきいきと安心して暮

らしていくこと、地域の住民が主体

となって、みんなで声をかけ合い、

外で出会い、支え合える人づくり・

環境づくり」を目指しています。

具体的な内容は、地域のボランテ

ィアによる「ごみ出し」「買い物付

き添い」「話し相手」、月に一度、

歌・健康体操・ゲームなどをみんな

で楽しむ「ふれあいサロン」「食事

会」、子どもたちと行事を通してふ

れあう「世代間交流」などです。

このほか、昨年は、パソコンを活

用して福祉・防災マップを作成し、

団地内の要援護者の登録を行いまし

た。このリストを民生委員などのボ

ランティア名簿と連携させ、担当の

ボランティアがだれなのか一目で分

かるようにしました。

今年度は、モデル地区の活動結果

の成果として、「孤独死ゼロ推進事

業のマニュアル」を作成する予定で

す。ほかの地域で、豊四季台団地自

治会と同じような活動に取り組もう

としたとき、何らかのヒントにして

もらえればと考えています。

「うまそうだなあ」。8月23日の

お昼前、豊四季台近隣センターに

次々と高齢者のかたが集まって来ま

した。これから豊四季台団地地区の

ボランティア部会による「ふれあい

サロン」が行われます。

食事会…みんなで楽しく食事をし

ようと、年に2、3回行っています。

この日は、豊四季台近隣センターの

催し「男性料理教室」の参加者が腕

によりをかけて作ったカレーライス

もごちそうになれるとあって（？）

出足は好調です。

みんなで配膳をして、さあ、「い

ただきま～す」。ボランティアのか

たが「余ってしまうかなあ」と心配

したカレーも、お代わりをする人が

多くて、びっくり。やっぱり大勢で

食べるとおいしいんですよね。

健康講座…おなかがいっぱいにな

った後は、市の保健婦さんの話を聞

きながら一休みです。テーマは季節

柄「食中毒」。長い間、料理をして

きたベテランの人たちも、「食品の

一部にカビが生えたら、他の部分は

見た目はきれいでも絶対に食べては

だめ」という話に、「そうなんだあ」

と感心しきり。高齢者の病気はちょ

っとしたことで大事に至ることもあ

るので、保健婦さんも分かりやすく

かみ砕いて説明しています。

歌の時間…おなかがこなれたとこ

ろで、みんなで歌を歌います。配ら

れた歌集から「四季の歌」「夏は来

ぬ」そして、皆さんご存じ「水戸黄

門」の主題歌など、おなじみの歌を、

大きな声で歌います。

健康相談…にぎやかな会場の端で

は、先程の保健婦さんが、参加者の

血圧測定や健康相談を行っていま

す。

高齢になると、やっぱり自分の健

康状態が一番心配です。ここで市の

専門職員に相談をして、安心感を得

る人も多いようです。血圧や脈拍が

心配なかたについては、家族などに

注意をするよう伝えています。毎回

来る顔なじみの保健婦さんなので、

いつしか信頼関係が生まれているよ

うで、中には身の上相談をする人も

…。

保健婦さんも、「地域に密着した

活動ができる」と実感しています。

ダンベル体操…砂や古米を布袋に

入れて、ボランティアのかたとみん

なで作った、重さ300ｇのダンベル

を両手に持って体操をします。

運動をするといっても日常生活の

中ではなかなか難しいもの。ボラン

ティア講師のかたに丁寧に指導を受

けながら、みんなで無理なく体をス

トレッチ。真剣な表情の中にも笑顔

が目立ちます。なんか、とても気持

ち良さそう！

フリータイム…最後は雑談の時

間。テーブルのあちこちで話の花が

咲いています。みんながより親しく

なれる貴重な時間です。

今日、初めて参加したというご夫

婦がボランティアのかたと話してい

ます。「夫は病気をしてから家にこ

もりがちだったので、何とか外に出

るようになればと思って一緒に連れ

て来ました」。この日は、終始ご夫

婦で連れ添って過ごしていました

が、最初はだれでも緊張してしまう

もの。回を重ねながら、徐々にみん

なと打ち解けていくことでしょう。

また、いつも「ふれあいサロン」

に参加しているという80歳代の女

性は、周りの人たちと何やら談笑し

ています。「暇つぶしに来てるのよ。

家にいても、家族とはご飯のときし

か顔を合わせないし、みんな、すぐ

に自分の部屋に入っちゃうからね。

物の豊かさが逆に心の寂しさをつく

りだしてるのよね。ここは、みんな

と話せるから楽しいのよ」と冗談交

じりに笑顔で話してくれました。

豊四季台団地自治会の「孤独死ゼ

ロ推進事業」の原点である、「まず、

顔見知りになろう」という取り組み

は、みんなの努力によって着実に軌

道に乗りつつあります。こうした活

動が少しずつ地域に浸透していくこ

とで、昔のように、日常生活の中で、

みんながお互いを気にかけ、支え合

う社会がまた生まれるかもしれない

…。そんなことをふと感じた一日で

した。

「声」をかけてみませんか
孤
独
死
は
、
七
年
前
に
起
き
た
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
で
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
仮
設
住
宅
で
は
、
震
災
に
よ
っ

て
親
類
や
家
族
、
財
産
な
ど
を
一
瞬
に

し
て
奪
わ
れ
た
り
、
け
が
を
負
う
な
ど

の
環
境
の
変
化
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た

高
齢
者
の
孤
独
死
の
例
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
決
し

て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
く
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
む
日
本
、
そ
し
て
柏
の
少
し

先
の
姿
で
も
あ
る
の
で
す
。

人
は
、
離
婚
・
配
偶
者
と
の
死
別
・

子
ど
も
の
独
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
喜
び
や
悲
し
み

を
分
か
ち
合
う
人
も
な
く
、
さ
ら
に
慢

性
的
な
病
気
な
ど
、
健
康
の
不
安
を
抱

え
る
こ
と
で
、
人
付
き
合
い
も
お
っ
く

う
に
な
り
、
結
果
的
に
閉
じ
こ
も
っ
て

し
ま
う
…
。
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
閉
じ
こ
も
っ

て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
自
己
責
任
だ
け

を
理
由
に
、「
困
っ
た
人
」「
仕
方
が
な

い
人
」
と
片
づ
け
、
そ
の
人
の
社
会
参

加
の
手
助
け
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
紹
介
し
た
豊
四
季
台
団
地
自
治

会
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
な
ど
を

企
画
す
る
こ
と
で
、
顔
見
知
り
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
今
、
市
内

の
約
七
十
の
町
会
・
自
治
会
で
も
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
市
が
、
地
域
の
問
題
を

共
通
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
と
も
に

考
え
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち

の
高
齢
者
を
自
分
た
ち
で
見
守
り
、
声

を
か
け
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
支
え
合

っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
も
う
一
度
、
隣
近
所
を

見
回
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の

「
声
」
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
す
ぐ
そ

こ
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
見
守
り
」
は
顔
見
知

り
に
な
る
こ
と
か
ら
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「
不
登
校
を
考
え
る
親

の
集
い
」
講
演
会

と
き

９
月
28
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
、
先
着
三
十
人
（
子
ど
も

連
れ
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

９
月
18
日
（
火
）

午
前
11
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

小
児
科
医
師
講
演
会

と
き

10
月
２
日
（
火
）
午
前

10
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
五
十
人

内
容

ア
レ
ル
ギ
ー
や
ぜ
ん
そ

く
に
つ
い
て
の
講
演

費
用

無
料

申
し
込
み

９
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

そ
の
他

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
を

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

女
性
セ
ミ
ナ
ー

と
き

10
月
４
日
〜
12
月
６
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
（
計
十
回
）

と
こ
ろ

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
　

対
象

市
内
在
住
の
女
性
、
先

着
四
十
人

内
容

気
功
術
入
門
、
健
康
料

理
、
男
性
・
女
性
の
更
年
期
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費
な

ど
は
実
費
）

申
し
込
み

９
月
17
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
西
原
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
54
│

２
０
０
０

障
害
者
の
自
然
観
察
と

手
づ
く
り
教
室

と
き

10
月
５
日
〜
26
日
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
計

四
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館
・
あ

け
ぼ
の
山
ほ
か

対
象

十
八
歳
以
上
で
肢
体
不

自
由
の
か
た
、
先
着
十
人
と
視
覚

障
害
・
聴
覚
障
害
の
か
た
、
各
先

着
五
人

内
容

あ
け
ぼ
の
山
散
策
、
押

し
葉
・
木
の
実
等
を
使
っ
た
創
作

な
ど費

用

無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

申
し
込
み

９
月
17
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

送
迎
バ
ス
は
、
希
望

者
多
数
の
場
合
、
乗
車
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
―
９
３
５
３
（
フ
ァ
ク
ス
兼

用
）マ

タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室

と
き

10
月
１
日
（
月
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
と
家
族

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円

申
し
込
み

健
康
推
進
課
へ
電

話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
は
じ
め
て
の
英
会
話

と
き

10
月
15
日
〜
12
月
17
日

の
毎
週
月
曜
日
午
後
４
時
〜
６
時

・
11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

正
午
（
10
月
29
日
を
除
く
、
計
十

回
）と

こ
ろ

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
（
柏
三
丁
目
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
二
十
人

費
用

三
千
円

申
し
込
み

は
が
き
に
「
は
じ

め
て
の
英
会
話
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
８
５
０

５
　
柏
市
役
所
国
際
交
流
室
内
柏

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
、
９

月
19
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
で

（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
�
67
―
０
９
４
１

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
は
が

き
を
作
ろ
う

と
き

10
月
20
日
（
土
）
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時

半
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
〜

４
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
か
た
、

各
部
二
十
五
人

内
容

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

で
年
賀
は
が
き
を
作
り
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

パ
ソ
コ
ン
用

（
Ｄ
Ｏ
Ｓ
│
Ｖ
）
の
初
期
化
し
て

あ
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
一
枚

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
は
が
き
を
作

ろ
う
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

の
部
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五

丁
目
八
│
一
二
　
柏
市
中
央
公
民

館
へ
、
９
月
29
日
（
土
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一
人

一
通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
講
演
会
「
地
域
づ
く
り

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

と
き

10
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
百
八
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
「
地
域

づ
く
り
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
演
会
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八
│
一

二
　
柏
市
中
央
公
民
館
へ
、
９
月

29
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当

日
消
印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
当
選
し
た
か
た
に

だ
け
通
知
し
ま
す

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
手
賀
沼
周
辺
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

と
き

10
月
20
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
の
場
合

は
午
前
11
時
ま
で

集
合
・
解
散
場
所

中
央
公
民

館
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

小
学
生
以
上
の
か
た
、
四
十
人
※

親
子
で
の
参
加
も
可

内
容

手
賀
沼
の
自
然
散
策
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
雨
天
の
場

合
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
だ
け
）

費
用

無
料

用
意
す
る
物

動
き
や
す
い
服

装
・
ひ
も
付
き
の
靴
・
帽
子
・
タ

オ
ル
・
雨
具
・
水
筒
・
弁
当

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
手
賀
沼
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

（
親
子
・
夫
婦
は
一
通
で
可
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

０
０
５
柏
五
丁
目
八
│
一
二
　
柏

市
中
央
公
民
館
へ
、
９
月
29
日

（
土
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消

印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
は
じ
め
て
の
人
の
パ
ソ

コ
ン
教
室

と
き

10
月
21
日
（
日
）
午
前

の
部
＝
午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時

半
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
半
〜

４
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
か
た
、

各
部
二
十
五
人

内
容

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
礎
を
学
び

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
は
じ
め
て
の
人
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の

部
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁
目

八
│
一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館

へ
、
９
月
29
日
（
土
）
ま
で
に
郵

送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一

通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ホ
ン

ネ
で
語
ろ
う
！
子
育
て

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

と
き

10
月
21
日
（
日
）
午
後

１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
百
八
十
人

内
容

小
児
科
医
な
ど
に
よ
る

基
調
報
告「
イ
イ
コ
は
い
い
子
？
」

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
「
子
育

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０

０
０
５
柏
五
丁
目
八
│
一
二
　
柏

市
中
央
公
民
館
へ
、
９
月
29
日

（
土
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消

印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
当
選
し
た
か
た
に
だ
け

通
知
し
ま
す

そ
の
他

保
育
あ
り
（
三
歳
ぐ

ら
い
の
幼
児
、
先
着
二
十
人
。
要

予
約
）

1

中
央
公
民
館
�
64
│
１
８
１

１

広報� 平成１３年（２００１年）９月１５日 第１１５３号 �

柏
市
民
合
唱
団
演
奏
会

９
／

16
の
14
時
〜
16
時
、
文
化
会
館
。

無
料
。
永
井
�
66
│
４
０
１
１

老
若
男
女
の
健
康
体
操
「
真
向

法
一
日
体
験
講
座
」

10
／
６
の

10
時
〜
12
時
、
中
公
。
無
料
。
長

谷
部
�
32
│
２
１
７
２

墨
悠
会
・
水
墨
画
展

10
／
９

〜
12
の
10
時
〜
16
時
（
９
日
は
12

時
か
ら
、
12
日
は
13
時
ま
で
）、

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。無
料
。

草
野
�
72
│
１
３
３
０
　
　
　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ミ
ナ
ー

９
／
22
・
11
／
24
の
13
時
半
〜
16

時
、
中
公
。
日
本
国
内
の
世
界
文

化
遺
産
に
つ
い
て
。
無
料
。
石
井

�
67
│
８
２
９
６

柏
市
山
岳
協
会
・
バ
ス
山
行
　

10
／
21
、
三
ツ
峠
山
。
先
着
四
十

人
。
六
千
円
。
９
／
17
〜
20
日
に

連
絡
を
。
井
上
�
72
│
９
１
２
２

歌
謡
祭

９
／
22
の
10
時
〜
16

時
半
、
文
化
会
館
。
無
料
。
河
上

�
73
│
０
０
１
１

障
害
児
の
就
学
相
談
会

９
／

28
の
10
時
〜
12
時
、
中
公
。
無
料
。

笠
井
�
52
│
８
９
６
２

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
家
族
の
会
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

９
／
30
の
13
時
半
〜
16
時

半
、
中
公
。
病
気
や
流
産
・
死
産

で
子
を
亡
く
し
た
親
。
無
料
。
長

岡
�
34
│
２
２
７
８

西
口
共
同
保
育
所
父
母
の
会
・

バ
ザ
ー

10
／
21
の
10
時
〜
14

時
、
松
葉
第
二
近
隣
公
園
。
物
品

の
寄
付
を
。
引
き
取
り
可
。
神
成

�
78
│
１
８
８
８

親
子
で
楽
し
む
「
英
語
の
わ
ら

べ
う
た
」

10
／
２
の
13
時
15
分

〜
14
時
15
分
、
中
公
。
幼
児
と
保

護
者
。
三
百
円
。
三
木
�
69
│
４

８
８
９

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ン
柏
２
０
０
１

９
／
29
〜
30
の
12
時
〜
22
時
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
ほ
か
。
会
場
・
入
場
料

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。
高
野

山
�
69
│
９
０
９
０

柏
市
拡
大
写
本
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
・
四
�
10
時
、
教
福
。4

千
円
。
田
野
�
72
│
５
４
４
６

社
交
ダ
ン
ス
「
華
踊
会
」

毎

�
19
時
半
、
西
原
第
五
町
会
ふ
る

さ
と
会
館
。
初
心
者
歓
迎
。2

千

円
、3

三
千
円
。
家
内
�
54
│
２

４
５
９

草
の
実
俳
句
会

第
三
�
14

時
、
寺
島
文
化
会
館
。
超
結
社
句

座
に
つ
き
経
験
者
歓
迎
。
月
会
誌

発
行
。3

五
百
円
。
逸
見
�
72
│

６
４
６
３

毛
筆
・
ペ
ン
「
旭
書
道
ク
ラ
ブ
」

第
二
・
四
�
13
時
、
旭
町
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
岡
本
�
45
│
６
４
４

４
毛
筆
・
ペ
ン
「
す
み
れ
の
会
」

第
一
・
三
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
田
村
�
32
│
３
０
６

１
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
「
あ
ゆ
み
サ
ー

ク
ル
」

毎
�
15
時
、
新
田
原
近

セ
。
中
高
年
。2

千
円
、3

二
千

円
。
水
野
�
67
│
９
０
２
５

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
「
す
ず
ら

ん
の
会
」

第
二
�
か
第
三
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。3

三
千
三

百
円
。
市
川
�
47
│
２
８
８
６

楽
し
い
絵
手
紙
と
実
用
ペ
ン
習

字

第
二
・
四
�
10
時
、
松
野
台

青
年
館
。2

千
五
百
円
、3

千
五

百
円
。
猪
野
木
�
73
│
０
１
１
４

藤
心
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
�
13
時
、
第
二
・
四
�
10

時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
円
、3

千
円
。
中
村
�
72
│

５
５
３
３

パ
ー
ト
ナ
ー
と
う
か
つ

第
二

�
10
時
、
柏
中
ほ
か
。
子
ど
も
工

作
教
室
の
手
伝
い
。
進
藤
�
48
│

０
３
９
６

柏
園
書
道
会

第
一
・
三
�
10

時
、
中
公
。3

三
千
円
。
篠
塚
�

31
│
３
５
３
５

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

10月1日�から�

　プラスチックごみと不燃ごみは、
黒以外の袋で出してください。　　
　10月1日�以降、集積所に出され
た黒ビニール袋のごみは回収しませ
ん。清掃工場への持ち込みもできな
くなりますので、ご注意ください。�
　回収されない違反ごみは、出した
人が責任を持って引き取ってくださ
い。�

クリーン推進課 �67─1139
清掃収集事務所 �73─5111

問�

黒ビニール袋でのごみ出しは�

　　　　　　    になります�禁 止�禁 止�

講
座
･
講
演
�



お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き

９
月
30
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
０
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

定
員

先
着
二
十
人

内
容

お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
を

作
り
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

９
月
22
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

無
料
介
護
講
習
会

と
き

９
月
20
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

さ
か
き
光
陽
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
酒
井
根
）

対
象

介
護
を
し
た
こ
と
の
な

い
か
た
、
先
着
十
五
人

申
し
込
み

９
月
17
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
、
さ
か
き
光
陽
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

さ
か
き
光
陽
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
�
75
│
２
２
８
１
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女
声
合
唱
団
「
Ｍ
ｏ
ｎ
│
ｎ
ｅ
」

毎
�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
旭
町

近
セ
ほ
か
。2

千
円
、3

三
千
五

百
円
。
小
谷
�
33
│
６
２
９
６

ラ
ッ
コ
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　

第
一
〜
三
�
11
時
45
分
。
柏
洋
ス

イ
マ
ー
ズ
江
戸
川
台
。
障
害
児
と

保
護
者
。2

五
百
円
、3

四
千
円
。

杉
本
�
69
│
８
６
５
１

米
国
社
会
科
教
科
書
研
究
会
　

月
二
回
�
10
時
、
根
戸
近
セ
。
高

校
三
年
生
程
度
の
英
語
力
。3

三

千
円
。
上
橋
�
34
│
５
０
６
６

ハ
ー
モ
ニ
カ
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
」

第
一
・
三
�
15
時
、
南
部
近
セ
。

2

五
百
円
、3

三
千
円
。
池
田
�

74
│
０
１
５
１

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
「
ひ
ま
わ
り

ク
ラ
ブ
」

月
三
回
�
13
時
半
、

日
立
体
育
館
。
見
学
自
由
。2

千

円
、3

二
千
円
。
小
林
�
67
│
８

０
８
０

ソ
フ
ト
サ
ッ
カ
ー
「
ス
マ
イ
ル

ク
ラ
ブ
」

毎
�
19
時
、
田
中
中
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
あ
り
。2

五
百
円
、3

二
千
円
。
大
浜
�
69

│
４
１
８
３

松
葉
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会

月
三

回
�
13
時
、
松
葉
近
セ
。
唱
歌
・

新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ
り
、
初

心
者
可
。2

千
円
、3

三
千
円
。

松
本
�
33
│
３
４
５
２

田
中
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月
三

回
�
19
時
、
田
中
近
セ
。
唱
歌
・

新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ
り
、
初

心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
円
。

渡
辺
�
31
│
０
４
９
０

リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

毎
�
15
時
、
市
民
体
育
館
。
中
高

年
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
円
。

日
出
�
66
│
９
８
４
８

書
道
・
ペ
ン
習
字
「
あ
じ
さ
い

書
道
会
」

第
二
・
四
�
18
時
、

豊
四
季
台
近
セ
。2

千
円
、3

二

千
円
（
ペ
ン
習
字
は
千
五
百
円
）。

山
口
�
69
│
８
２
０
８

十
余
二
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

毎
�

11
時
、
西
原
近
セ
。2

五
百
円
、

3

千
五
百
円
。
小
林
�
32
│
２
９

６
６裏

千
家
茶
道

月
二
回
�
９

時
、
永
楽
台
近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
佐
藤
�
63
│
１
６
１
８

水
墨
画
・
は
が
き
絵

第
一
・

三
�
12
時
半
、
柏
ビ
レ
ジ
近
セ
。

3

千
百
円
。
服
部
�
33
│
３
１
８

３
書
道
・
ペ
ン
習
字
「
か
と
れ
あ

会
」

第
一
・
三
�
18
時
、
豊
四

季
台
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
円

（
ペ
ン
習
字
は
千
五
百
円
）。
吉
野

�
46
│
５
４
７
０
　

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
フ
ォ
ル

テ
ス
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
酒

井
根
運
動
広
場
。
十
八
歳
以
上
、

子
ど
も
連
れ
可
。2

五
百
円
、3

千
円
。
渡
辺
�
67
│
１
０
０
３

社
交
ダ
ン
ス
「
逆
井
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
」

月
四
回
�
19
時
、
藤
心

近
セ
。
多
少
踊
れ
る
か
た
。
見
学

歓
迎
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。

八
木
�
72
│
３
１
５
５

水
墨
画
「
墨
絵
会
」

月
二
回

�
12
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
講
師

指
導
あ
り
、
初
心
者
・
見
学
可
。

3

二
千
五
百
円
。
深
谷
�
45
│
７

０
７
７

藤
心
３
Ｂ
体
操

毎
�
19
時
10

分
、
藤
心
近
セ
。
手
具
を
使
っ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。2

千
円
、3

三
千
円
。
手
嶋
�
73
│
７
７
５
６

（
18
時
以
降
）

柏
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

毎

�
９
時
、
高
田
運
動
広
場
。
初
心

者
。
無
料
。
郡
司
�
72
│
０
６
２

２
着
付
け
「
さ
く
ら
会
」

第
一

・
三
�
14
時
、
中
公
。2

三
千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
櫻
井
�
33
│
８

１
５
９

舞
踊
「
小
桜
会
」

第
一
〜
三

�
13
時
、
中
公
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。
小
鍛
冶
�
43
│
１
５
６

１
着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
二
・
四

�
12
時
、
松
葉
近
セ
。2

三
千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
谷
谷
�
33
│
５

８
１
０

五
十
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク

ル

月
二
回
�
12
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
初
心
者
。
男
性
歓
迎
。2

三

千
円
、3

四
千
円
。
松
永
�
74
│

４
３
６
０

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
ご
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

お
は
な
し
会

と
き

９
月
25
日
（
火
）
午
後

３
時
半
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

内
容

劇
「
だ
ん
な
も
だ
ん
な

も
大
だ
ん
な
さ
ま
」
ほ
か
　

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

手
賀
の
丘
秋
の
キ
ャ
ン

プと
き

10
月
13
日
（
土
）
〜
14

日
（
日
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
（
沼
南
町
）
※
現
地
集

合
・
解
散

対
象

小
学
三
年
生
〜
中
学

生
、
先
着
五
十
人
（
障
害
の
あ
る

か
た
十
五
人
を
含
む
。
中
学
生
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
体
験
と

し
て
の
参
加
も
で
き
ま
す
）

内
容

障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
森
で
遊
ん
だ
り
野
外
料
理

を
作
っ
た
り
し
ま
す

費
用

二
千
五
百
円

申
し
込
み

９
月
26
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
か
豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
、
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０
、
豊
四
季
台
婦
人
児

童
セ
ン
タ
ー
�
44
│
５
３
６
３

親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

と
き

９
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

八
カ
月
〜
一
歳
児
と
保

護
者
、
先
着
二
十
五
組

内
容

親
子
で
運
動
遊
び
な
ど
　

費
用

無
料
　

申
し
込
み

９
月
16
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

ミ
ニ
運
動
会

と
き

９
月
28
日
（
金
）
午
前

10
時
15
分
〜
11
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

三
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
幼

児
と
保
護
者
、
三
十
組

内
容

か
け
っ
こ
、
親
子
ゲ
ー

ム
な
ど

費
用

百
円
　

申
し
込
み

９
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

お
知
ら
せ
�

第
四
次
総
合
計
画
書
を

販
売

二
十
一
世
紀
の
柏
の
将
来
都
市

像
を
描
い
た
、
第
四
次
総
合
計
画

書
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所

行
政
資
料
室
（
市

役
所
第
二
庁
舎
一
階
）
・
企
画
調

整
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
三
階
）

価
格
（
消
費
税
込
み
）

Ａ
四

版
百
九
十
ペ
ー
ジ
＝
四
千
円
、
Ｃ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
＝
千
五
百
円
※
概

要
版
は
企
画
調
整
課
で
無
料
配
布

し
て
い
ま
す

な
お
、第
四
次
総
合
計
画
書
は
、

柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1

企
画
調
整
課
�
67
―
１
１
１

７
市
長
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
伴
う
柏
市
長
選
挙

は
、
10
月
21
日
（
日
）
に
告
示
さ

れ
、
10
月
28
日
（
日
）
に
投
票
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
立
候
補
受
付

事
務
や
選
挙
運
動
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
入
場
で
き
る

人
数
は
、
一
立
候
補
予
定
者
に
つ

き
三
人
ま
で
で
す
。

と
き

９
月
21
日
（
金
）
午
前

９
時
半
か
ら

と
こ
ろ

三
〇
六
会
議
室
（
市

役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

そ
の
他

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

67
│
１
０
９
２

環
境
フ
ェ
ス
タ
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

を
募
集

と
き

10
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
※
雨
天
決
行
。

た
だ
し
、
荒
天
の
場
合
は
中
止

と
こ
ろ

清
掃
工
場

対
象

市
民
の
グ
ル
ー
プ
・
市

内
の
団
体
、
五
十
組
程
度

出
店
料

無
料

販
売
で
き
る
物

日
常
生
活
用

品
※
動
物
・
医
療
品
・
食
料
品
・

危
険
物
な
ど
を
除
く

販
売
価
格

一
万
円
以
内

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
環
境
フ
ェ
ス
タ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
希
望
」
と
明
記
し
、
団

体
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
主
な
販

売
物
品
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　

柏
市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ
、

９
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）。※
応
募
は
一
団
体
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課
�
67
―
１

１
３
９

米
国
ト
ー
ラ
ン
ス
市
訪

問
青
少
年
の
体
験
報
告

会と
き

９
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
半
〜
３
時

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
民
の
か
た

内
容

姉
妹
都
市
を
親
善
訪
問

し
た
青
少
年
が
、
そ
の
体
験
を
報

告
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

柏
市
国
際
交
流
室

内
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
役

所
第
二
庁
舎
三
階
）
へ
電
話
か
直

接1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
�
67
―
０
９
４
１

障
害
の
あ
る
子
と
な
い

子
の
キ
ャ
ン
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集

10
月
13
日
（
土
）
〜
14
日
（
日
）

に
、
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
で
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

対
象

十
八
歳
〜
中
高
年
の
か

た
、
十
五
人
程
度

内
容

障
害
の
あ
る
子
と
な
い

子
が
交
流
を
す
る
キ
ャ
ン
プ
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

不
動
産
お
困
り
ご
と
相

談と
き

９
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

柏
駅
東
口
サ
ン
サ
ン

広
場内

容

弁
護
士
・
税
理
士
・
不

動
産
鑑
定
士
な
ど
に
よ
る
相
談

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
柏
支
部
�
63
│
３
１
９
１

催
 
し

住
民
福
祉
大
会

と
き

10
月
13
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

定
員

三
百
人

内
容

福
祉
関
係
者
の
表
彰
、

市
立
柏
高
等
学
校
の
活
動
発
表
と

吹
奏
楽
部
演
奏
会
※
演
奏
会
だ
け

求
 
人

介
護
保
険
訪
問
調
査
員

対
象

看
護
婦
（
士
）
・
保
健

婦
（
士
）
・
社
会
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
の
い

ず
れ
か
の
資
格
と
普
通
自
動
車
免

許
を
持
っ
て
い
る
か
た
、
一
人

調
査
区
域

市
内
・
近
隣
市
町

こ
ど
も
の
広
場

　
10
月
１
日
（
月
） 

、
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
た
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
が
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

問�
事
務
管
理
課
�
67
│
１
１
１
８
�

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
※
勤
務
形
態
は

応
相
談

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

９
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
、
介
護
保
険
課
へ
電
話
で

※
後
日
面
接
あ
り

1

介
護
保
険
課
�
67
│
１
１
３

４
医
療
公
社
の
事
務
職
員

対
象

短
期
大
学
卒
業
以
上

で
、
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
後
に

生
ま
れ
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持

っ
て
い
る
か
た
、
一
人

勤
務
時
間

午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
（
宿
・
日
直
あ
り
）

勤
務
場
所

市
立
柏
病
院

賃
金

柏
市
医
療
公
社
規
定
に

よ
り
、
経
験
に
応
じ
て
決
定

試
験
日

10
月
６
日
（
土
）

試
験
内
容

一
般
教
養
、論
文
、

面
接申

し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
写
真
（
縦
四
セ
ン
チ
×
横

三
セ
ン
チ
）
一
枚
と
、
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
を
、
〒
２
７
７

│
０
８
２
５
布
施
一
│
三
　
柏
市

医
療
公
社
へ
、
９
月
25
日
（
火
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

1

柏
市
医
療
公
社
�
34
│
６
７

９
５

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
住
民
福
祉
大
会
入
場
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
二
人
ま

で
可
）
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の

あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５
　
柏
市
役
所
保
健
福
祉

総
務
課
へ
、
９
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

保
健
福
祉
総
務
課
�
67
│
１

１
３
１

国民健康保険料第4期�
介護保険料第4期�

※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�

問�国民健康保険料は保険課 �67─1129
介護保険料は介護保険課 �67─1134

納期限は10月1日��
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サ
ッ
カ
ー
で
鍛
え
た
肉
体
と
、
独
特

の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
、
ソ
ウ
ル
フ
ル
な

リ
ズ
ム
を
刻
む
、
本
名
・
中
村
直
人
。

ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て

柏
駅
周
辺
で
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
歌

っ
て
い
た
。
今
月
19
日
、
ソ
ニ
ー
レ
コ

ー
ド
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

中
学
時
代
か
ら
歌
う
こ
と
が
好
き
だ

っ
た
。
掃
除
の
時
間
も
ほ
う
き
を
マ
イ

ク
代
わ
り
に
友
達
の
前
で
歌
っ
て
い

た
。「
根
っ
か
ら
の
目
立
ち
た
が
り
屋
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
先
頭
を
切
っ
て

み
ん
な
を
リ
ー
ド
し
て
ま
し
た
し
」

初
め
て
ス
ト
リ
ー
ト
で
歌
っ
た
の

は
、
高
校
三
年
生
の
春
休
み
。「
ち
ょ

っ
と
お
れ
の
歌
、
聴
い
て
よ
」
と
大
人

も
学
生
も
関
係
な
く
、
前
を
通
る
人
に

声
を
か
け
ど
ん
ど
ん
巻
き
込
ん
で
い

く
。
常
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
聴
い

て
く
れ
る
人
と
の
「
一
体
感
」。
や
が

て
、
人
の
輪
が
大
き
く
な
る
と
、
通
行

人
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
配

る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

今
か
ら
三
年
前
、
柏
商
工
会
議
所
か

ら
ス
ト
リ
ー
ト
ブ
レ
イ
ク
の
企
画
メ
ン

バ
ー
に
誘
わ
れ
、
自
ら
も
出
演
。
そ
の

年
の
柏
ま
つ
り
で
は
、
ゲ
ス
ト
の
サ
ム

シ
ン
グ
エ
ル
ス
と
も
共
演
し
た
。「
柏

に
は
、
若
者
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
く

れ
る
大
人
が
い
る
。
今
、
駅
前
で
歌
っ

て
い
る
人
た
ち
も
自
分
か
ら
引
い
て
し

ま
わ
な
い
で
、
も
っ
と
関
わ
っ
て
い
け

ば
世
界
が
広
が
る
。
ど
ん
ど
ん
人
と
絡

み
ま
く
れ
」
と
ス
ト
リ
ー
ト
で
歌
う
仲

間
に
、
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
彼
な
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
。

今
年
の
四
月
に
は
、
渋
谷
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
を
、
ス
ポ
ン
サ
ー
な
し
で
は
前

例
の
な
い
六
百
人
の
観
客
で
超
満
員
に

し
、
聴
き
に
来
て
い
た
ソ
ニ
ー
レ
コ
ー

ド
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
う
な
ら
せ

た
。「
や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
難
し

そ
う
な
こ
と
ほ
ど
公
言
し
て
、
実
現
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
あ
え
て
作
っ
ち

ゃ
う
。
実
現
ま
で
の
労
力
は
、
苦
労
と

は
感
じ
な
い
ん
で
す
」
と
さ
ら
り
。

「
�が
き
�
が
、
水
た
ま
り
を
見
る

と
、
汚
れ
る
と
か
後
先
の
こ
と
を
考
え

ず
、
体
が
先
に
動
い
て
思
わ
ず
飛
び
込

ん
で
し
ま
う
、
そ
ん
な
素
直
な
感
性
を

い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
た
い
。
デ
ビ
ュ

ー
曲
『Growing

up!!

』
は
、
自
然

と
体
が
動
く
曲
な
の
で
、
み
ん
な
で
踊

っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
、
子
ど
も
の
よ
う

に
、
本
能
の
ま
ま
に
ね
」
と
語
る
彼
の

瞳
は
、
世
界
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
次
な
る

野
望
で
力
強
く
輝
い
て
い
た
。

中
央
大
学
四
年
生
の
二
十
二
歳
。
両

親
と
兄
の
四
人
家
族
。

柏のストリートからメジャーデビュー

No.358

“がき”の感性を曲に込めて

�

街�の�街�の�

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

な　お　とさん

デビュー曲『Growing
up!!』のCDジャケット

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々Ⅱ」
9月23日�まで

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

芹沢氏が身辺に置いていた沖縄のコレクシ
ョン。陶器、織物、玩具（がんぐ）、クバ笠
などを自由に配置して表現したものです。

沖縄みやげ二曲屏風
びょうぶ

部分（1971年）

あけぼの山農業公園内の水田で、5月の
田植え体験の参加者による稲刈り体験が、
9月8日に行われました。慣れないかまを
使い、男の子も女の子も一生懸命お手伝
い。刈り取りが終わると、農家の皆さん
が用意してくれた600個のおにぎりを、
みんな口いっぱいにほおばっていました。
刈ったお米は、1週間経ってから参加した
皆さんの手に渡ります。

炊きたてが楽しみ
あけぼの山で稲刈り体験

だ
れ
に
食
べ
て
も
ら
お
う
か
な

ア
ミ
ュ
ゼ
で
「
か
し
わ
工
房
」
料
理
教
室

甘いお菓子からパスタ、ウィンナ
ーまで、柏の自然の恵みをふんだん
に使ったふるさと産品・かしわ工
房。8月28日と29日、その製造業者
の指導による料理教室がアミュゼ柏
で開かれました。洋ナシのムースを
作るコースで、唯一、女性陣に交じ
って奮闘していたお父さん、お味の
方はいかがでしたか？

敬老の日に先立って9月4日、本多市長が豊住在住の
今年100歳になる岡本周三さん宅を訪れました。日ご
ろは1人で、電動三輪車に乗って買い物にも出かける
周三さん。写真を撮るのが趣味で、この日も愛用のカ
メラで記念写真を撮っていました。「わざわざ来ていた
だいたから」と用意していた直筆のお礼状には、100
年の歴史がびっしり書き込まれていて、しっかりとし
た筆運びに市長も感心しきりでした。

歳
の
岡
本
さ
ん
を
長
寿
者
訪
問

100

サッカー2002年W杯のキャンプ地に立候補
している柏市。8月21日、既に出場権を獲得し
ている南アフリカ共和国のサッカー協会関係
者が、日立柏サッカー場など市内のスポーツ
施設やホテルを視察しました。名古屋グラン
パスエイトの監督を務めたこともあるカルロ
ス・ケイロス南ア監督（写真左から3人目）は、
「柏はキャンプ地として希望通りの環境だ」と
好印象を持ったようでした。

南アが柏市を視察
サッカーW杯キャンプ地招致

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合
は、その翌日）。9月24日�～29日�は展示
替えのため休館（2面参照）


